
別記様式

随 意 契 約 結 果 書

件 名 及 び 数 量 北部国道環境監視業務

契約担当官等の氏名 分任支出負担行為担当官沖縄総合事務局
並びに所属する部局 北部国道事務所長 高 良 保 英
の名称及び所在地 （沖縄県名護市大北４丁目２８番３４号）

契 約 締 結 日 平成１７年 ４月 １日

契約の相手方の氏名 （社）沖縄建設弘済会
及び住所 沖縄県浦添市勢理客四丁目１８番１号

契 約 金 額
（消費税及び地方 ４５，１５０，０００円
消費税含む）

予 定 価 格
（消費税及び地方 ４５，４９６，５００円
消費税含む）

随意契約によることと
別紙のとおり

した理由

備 考

注）１． 公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価
を記載するとともに、備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調
達数量を乗じた額を記載する。

２． 予定価格を公表しないこととした場合、予定価格の欄には「非公表」と
記載する。



随 意 契 約 理 由 書

１．業 務 名 北部国道環境監視業務

２．履 行 場 所 北部国道事務所管内

３．契 約 の 相 手 方 名 称 社団法人 沖縄建設弘済会

住 所 沖縄県浦添市勢理客４－１８－１

４．随意契約適用法令 会計法第２９条の３第４項及び予決令１０２条の４第３号

５．当該業務の目的・内容及び随意契約の理由

（１）目的・内容

本業務は、北部国道事務所の事業区間内において、自然環境保護に配慮した道路事業

の推進を図ることを目的とし、自然環境の見地から、道路建設工事区域周辺の自然環境

の巡視、観察及び調査等を行い、道路事業に反映させるものである。

（２）理 由

本業務の履行場所である北部国道事務所管内（沖縄本島北部地域）は、世界的にも貴

重な自然・動植物が残された地域で多種多様な種が生息・生育していることから、生物

に関する幅広い知識はもとより、道路建設事業における環境保全対策に関する豊富な知

識・経験が求められる業務である。

北部国道事務所において環境監視業務の調査結果は、当事務所の環境保全対策検討を

行うための非常に重要な基礎資料となる。よって、一貫した信頼のおける調査結果でな

くてはならない。

、 、上記の社団法人沖縄建設弘済会は 沖縄の建設行政の推進と建設事業の進展に寄与し

もって国土開発の発展に寄与することを目的として設立された社団法人であり、沖縄の

地域特性に根ざした技術と環境に関する調査研究を行う目的で、法人内に「技術環境研

究所」を設立している。

よって、上記法人が今回の業務を委託できる唯一の者であると判断され、会計法第２

９条の３第４項及び予決令１０２条の４第３号の規定に基づき随意契約を行い業務の円

滑な遂行を図るものである。
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